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市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問

　今定例会では、12人の議員が12月
３日、４日、５日に一般質問を行いまし
た。質問の中から、主なものを質問者
順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

　

宮 杉 勝 男
◯　治水対策の進捗について
◯　アスカル幸手駐車場増設の進捗について

青 木 　 章
◯　ふるさと納税について
◯　夏祭りと勤労福祉会館について
◯　圏央道と側道について
◯　幸手駅西口開発等について

木 村 治 夫
◯　歴史の継承と活用について
◯　高杖土地利用について
◯　市の農業施策について

大 山 重 隆
◯　「街づくり」について（議会報告会での市民の意
見を中心に）

◯　市の自主財源の確保への有効な手段は

大 平 泰 二
◯　土地開発公社所有地不正処分問題
◯　消防署西分署廃止問題
◯　可燃ごみ久喜市委託問題

武 藤 壽 男
◯　本市のごみ処理の現状と将来計画について
◯　行政課題について

小 林 啓 子
◯　徘徊高齢者の早期発見対策について
◯　郷土資料館について
◯　市民サービス向上について

本 田 謡 子
◯　防災について
◯　自主防災組織について
◯　犯罪被害者支援について

松 田 雅 代
◯　東部消防組合「署所合理化」に関する市長の考え
について

◯　中学校部活動への「休養日等」導入について
◯　交通弱者への対策強化について
◯　学校給食使用食材の幸手産品の調達状況について
◯　県営権現堂公園の名称と幸手市の知名度アップに
ついて

中 村 孝 子
◯　公民館の活用について
◯　幸手駅西口地区土地区画整理事業について
◯　倉松川の管理・清掃について

小 林 順 一
◯　小中学校の体育館（災害時避難所）へのエアコン
設置について

◯　子ども医療費支給事業について

小 河 原 浩 和
◯　幸手市の人口減少問題に対する取り組みについて

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● 12月定例会の会議録は３月上旬頃公開予定です。

12月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。
10月 300件 11月 315件 12月 2297件

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

30人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

12
月
定
例
会

　会
期
日
程

11
月
30
日
（
本
会
議
）

　
・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　
・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

　
　
提
案
理
由
説
明

12
月
3
日
・
4
日
・
5
日
（
本
会
議
）

　
・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

12
月
11
日
（
本
会
議
）

　
・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　
・
議
案
の
委
員
会
付
託

12
月
12
日
（
委
員
会
）

　
・
総
務
常
任
委
員
会

12
月
13
日
（
委
員
会
）

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
月
14
日
（
委
員
会
）

　
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

12
月
18
日
（
委
員
会
）

　
・
第
６
次
総
合
振
興
計
画
審
査

　
　
特
別
委
員
会

12
月
21
日
（
本
会
議
）

　
・
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　
・
閉
会

2月21日開会予定です。
詳しくはホームページをご覧ください。

https://www.city.satte.lg.jp/

3月定例会
のお知らせ

市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

ら
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
対

策
に
つ
い
て
、
他
市
町
で
実

施
し
て
い
る
徘
徊
対
策
で
は
G
P
S

機
器
が
大
き
く
持
ち
歩
き
が
不
便
、

定
期
的
な
充
電
が
必
要
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
た
め
、
他
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
小
型
で
軽
量
、

充
電
が
必
要
な
く
、
約
1
年
間
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
る
も
の
で
、
地
域
の

方
々
に
ス
マ
ホ
に
よ
り
見
守
っ
て
も

ら
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
来
年
度
か

平
成
29
年
第
3
回
9
月
定
例

会
の
一
般
質
問
で
、
先
端
技

術
や
地
域
住
民
の
力
を
生
か
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
例
を
挙
げ
、

幸
手
市
と
し
て
の
徘
徊
高
齢
者
の
早

期
発
見
対
策
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

　
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
対
策
は

Q

A

1
0
0
％
と
す
べ
く
、
今
後
、
設
立

を
地
域
へ
直
接
お
願
い
す
る
等
、
積

極
的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　
自
主
防
災
組
織
の
補
助
金

活
用
例
と
し
て
は
、
市
の
自

主
防
災
組
織
補
助
金
交
付
要
綱
に
基

づ
き
、
防
災
倉
庫
や
ラ
ジ
オ
、
担
架
、

リ
ヤ
カ
ー
等
の
防
災
資
機
材
を
購
入

し
て
い
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
に
お
い
て
地
域
の

細
か
な
状
況
や
生
活
環
境
な
ど
を
良

く
知
っ
た
地
域
住
民
に
よ
る
、
迅
速

か
つ
地
域
に
密
着
し
た
対
応
が
で
き

る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
組
織
率
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
上
が
ら
な
い
自
主

防
災
組
織
率
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
地
域
防
災
。
そ
こ
で
、
市
内

の
自
主
防
災
組
織
の
補
助
金
活
用
例

と
、
自
主
防
災
組
織
が
あ
る
こ
と
に

よ
る
、
地
域
住
民
に
対
し
て
の
メ
リ

ッ
ト
を
伺
う
。
そ
し
て
改
め
て
、
組

織
率
を
上
げ
る
た
め
の
市
の
施
策
と

目
標
を
伺
う
。

自
主
防
災
組
織
、あ
る
か
な
い
か
で
差
が
つ
く
安
全

Q

A

小林啓子議員本田謡子議員
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支
給
総
額
１
億
５
５
１
５
万
７
８
７

７
円
で
あ
る
。

　
市
内
居
住
の
高
校
生
の
人
数
は
、

１
２
４
７
人
で
、
高
校
生
ま
で
支
給

拡
大
し
た
場
合
の
拡
大
分
の
支
給
額

は
、
お
お
よ
そ
１
７
０
０
万
円
か
ら

２
０
０
０
万
円
と
な
る
。

　
近
隣
の
動
向
お
よ
び
市
の
子
育
て

施
策
等
を
精
査
し
な
が
ら
、
支
給
対

象
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

          

（
市
長
・
健
康
福
祉
部
長
）

う
。
市
内
居
住
の
高
校
生
の
人
数
を

伺
う
。
高
校
生
ま
で
支
給
対
象
と
し

た
場
合
の
拡
大
部
分
の
支
給
額
を
伺

う
。
幸
手
市
も
支
給
対
象
を
高
校
生

ま
で
と
提
案
す
る
が
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

現
在
の
支
給
対
象
人
数
は
、

未
就
学
児
２
０
３
４
人
、
小

学
生
２
２
５
０
人
、
中
学
生
９
９
４

人
。

　
平
成
29
年
度
の
支
給
人
数
５
２
１

１
人
、
支
給
件
数
７
万
８
１
６
２
件
、

全
国
的
に
昨
今
で
は
、
子
ど

も
医
療
費
支
給
対
象
年
齢
も

０
才
か
ら
18
才
ま
で
の
入
院
・
通
院

費
の
無
料
化
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、

幸
手
市
も
定
住
・
移
住
促
進
・
子
育

て
支
援
の
拡
大
を
目
的
に
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
。
支
給
対
象
と
な
っ
て

い
る
未
就
学
児
・
小
学
生
・
中
学
生

の
人
数
を
伺
う
。
平
成
29
年
度
の
支

給
人
数
・
支
給
件
数
・
支
給
額
を
伺

子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
の
拡
大
を

Q

A

止
に
対
し
て
反
対
の
意
見
を
申
し
上

げ
た
。

　
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
市
の

考
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
。

　
庁
内
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

署
所
合
理
化
案
が
示
さ
れ
た
時
点
に

お
い
て
、
部
長
会
議
に
お
い
て
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
変
化
が
あ

れ
ば
、
部
長
会
議
や
政
策
会
議
に
お

い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
市
長
・
副
市
長
）

今
か
ら
市
の
主
張
を
貫
く
の
は
容
易

で
は
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
組
合
管
理
者
協
議
で
市

長
が
主
張
し
た
西
分
署
廃
止
反
対
の

論
拠
、
今
後
の
対
応
、
こ
の
問
題
に

対
応
す
る
た
め
の
庁
内
体
制
を
伺
う
。

７
月
25
日
の
埼
玉
東
部
消
防

組
合
の
正
副
管
理
者
会
議
に

お
い
て
、
組
合
事
務
局
が
作
成
し
た

署
所
合
理
化
案
が
示
さ
れ
た
が
、
西

分
署
は
市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
廃

平
成
25
年
、
消
防
力
強
化
と

合
理
化
を
目
的
に
発
足
し
た

東
部
消
防
組
合
は
、
今
年
度
6
年
目

を
迎
え
、
負
担
金
の
見
直
し
、
消
防

署
所
統
廃
合
な
ど
具
体
的
な
合
理
化

策
の
協
議
が
進
む
段
階
と
な
っ
て
い

る
。

　
先
般
、
組
合
首
長
協
議
に
幸
手
西

分
署
廃
止
案
が
示
さ
れ
、
市
長
は
反

対
の
立
場
を
表
明
。
こ
の
問
題
で
、

消
防
２
署
所
体
制
の
維
持
に
鋭
意
努
力
を

Q

A
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ま
た
、
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

窓
口
や
電
話
で
の
申
請
の
ほ
か
に
、

平
成
31
年
４
月
1
日
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
予
約
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
予
約
時
間

等
検
討
し
て
い
く
。

（
教
育
部
長
）

方
法
は
定
め
ら
れ
た
前
の
月
の
同
日

に
申
請
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
定

め
ら
れ
た
月
の
初
日
と
す
れ
ば
、
予

定
が
立
て
易
い
。
こ
の
変
更
に
つ
い

て
伺
う
。北

公
民
館
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
利
用
者
か

ら
日
曜
日
・
祝
日
の
開
館
時
間
延
長

に
つ
い
て
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
利
用
時
間
延
長
お
よ
び

そ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
、
早
急
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
内
に
は
5
つ
の
公
民
館
が

あ
り
市
民
の
皆
様
が
便
利
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
曜

祝
日
の
北
公
民
館
の
ホ
ー
ル
の
利
用

時
間
は
９
時
〜
17
時
で
、
催
事
時
は

終
了
時
間
が
早
す
ぎ
る
と
の
苦
情
が

あ
る
。
規
則
に
は
館
長
が
認
め
れ
ば

変
更
は
可
能
と
あ
る
が
、
市
民
の
使

い
良
い
時
間
へ
の
変
更
、
利
用
者
へ

の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。
又
、
申
請

公
民
館
を
よ
り
使
い
易
く

Q

A

は
、
補
助
対
象
の
設
定
や
特
定
財
源

の
確
保
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
支
援
事
業
や
補

助
事
業
な
ど
の
必
要
な
情
報
が
総
括

的
に
確
認
で
き
る
情
報
提
供
の
あ
り

方
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

（
総
合
政
策
部
長
）

　
ま
た
、
こ
れ
ら
を
一
貫
し
て
応
援

す
る
助
成
金
制
度
の
創
設
を
、
提
案

す
る
が
所
見
を
伺
う
。

関
係
部
署
の
横
の
連
携
を
よ

り
密
に
す
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
出
産
、
育
児
が
で
き
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
が
望
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
、
支
援
事
業
の
推
進
と
応
援

体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　
婚
活
か
ら
子
育
て
を
一
貫
し
て
応

援
す
る
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

幸
手
市
の
み
な
ら
ず
、
全
国

的
に
人
口
減
少
問
題
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
幸
手
市

で
「
出
会
い
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
」
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
こ
で
、
出
会
い
、
結
婚
、
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
を
一
貫
し
て
ど

の
よ
う
に
幸
手
市
は
応
援
し
て
い
く

の
か
、
考
え
を
伺
う
。

幸
手
市
の
人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は

Q

A
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支
給
総
額
１
億
５
５
１
５
万
７
８
７

７
円
で
あ
る
。

　
市
内
居
住
の
高
校
生
の
人
数
は
、

１
２
４
７
人
で
、
高
校
生
ま
で
支
給

拡
大
し
た
場
合
の
拡
大
分
の
支
給
額

は
、
お
お
よ
そ
１
７
０
０
万
円
か
ら

２
０
０
０
万
円
と
な
る
。

　
近
隣
の
動
向
お
よ
び
市
の
子
育
て

施
策
等
を
精
査
し
な
が
ら
、
支
給
対

象
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

          

（
市
長
・
健
康
福
祉
部
長
）

う
。
市
内
居
住
の
高
校
生
の
人
数
を

伺
う
。
高
校
生
ま
で
支
給
対
象
と
し

た
場
合
の
拡
大
部
分
の
支
給
額
を
伺

う
。
幸
手
市
も
支
給
対
象
を
高
校
生

ま
で
と
提
案
す
る
が
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

現
在
の
支
給
対
象
人
数
は
、

未
就
学
児
２
０
３
４
人
、
小

学
生
２
２
５
０
人
、
中
学
生
９
９
４

人
。

　
平
成
29
年
度
の
支
給
人
数
５
２
１

１
人
、
支
給
件
数
７
万
８
１
６
２
件
、

全
国
的
に
昨
今
で
は
、
子
ど

も
医
療
費
支
給
対
象
年
齢
も

０
才
か
ら
18
才
ま
で
の
入
院
・
通
院

費
の
無
料
化
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、

幸
手
市
も
定
住
・
移
住
促
進
・
子
育

て
支
援
の
拡
大
を
目
的
に
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
。
支
給
対
象
と
な
っ
て

い
る
未
就
学
児
・
小
学
生
・
中
学
生

の
人
数
を
伺
う
。
平
成
29
年
度
の
支

給
人
数
・
支
給
件
数
・
支
給
額
を
伺

子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
の
拡
大
を

Q

A

止
に
対
し
て
反
対
の
意
見
を
申
し
上

げ
た
。

　
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
市
の

考
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
。

　
庁
内
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

署
所
合
理
化
案
が
示
さ
れ
た
時
点
に

お
い
て
、
部
長
会
議
に
お
い
て
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
変
化
が
あ

れ
ば
、
部
長
会
議
や
政
策
会
議
に
お

い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
市
長
・
副
市
長
）

今
か
ら
市
の
主
張
を
貫
く
の
は
容
易

で
は
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
組
合
管
理
者
協
議
で
市

長
が
主
張
し
た
西
分
署
廃
止
反
対
の

論
拠
、
今
後
の
対
応
、
こ
の
問
題
に

対
応
す
る
た
め
の
庁
内
体
制
を
伺
う
。

７
月
25
日
の
埼
玉
東
部
消
防

組
合
の
正
副
管
理
者
会
議
に

お
い
て
、
組
合
事
務
局
が
作
成
し
た

署
所
合
理
化
案
が
示
さ
れ
た
が
、
西

分
署
は
市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
廃

平
成
25
年
、
消
防
力
強
化
と

合
理
化
を
目
的
に
発
足
し
た

東
部
消
防
組
合
は
、
今
年
度
6
年
目

を
迎
え
、
負
担
金
の
見
直
し
、
消
防

署
所
統
廃
合
な
ど
具
体
的
な
合
理
化

策
の
協
議
が
進
む
段
階
と
な
っ
て
い

る
。

　
先
般
、
組
合
首
長
協
議
に
幸
手
西

分
署
廃
止
案
が
示
さ
れ
、
市
長
は
反

対
の
立
場
を
表
明
。
こ
の
問
題
で
、

消
防
２
署
所
体
制
の
維
持
に
鋭
意
努
力
を

Q

A
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ま
た
、
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

窓
口
や
電
話
で
の
申
請
の
ほ
か
に
、

平
成
31
年
４
月
1
日
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
予
約
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
予
約
時
間

等
検
討
し
て
い
く
。

（
教
育
部
長
）

方
法
は
定
め
ら
れ
た
前
の
月
の
同
日

に
申
請
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
定

め
ら
れ
た
月
の
初
日
と
す
れ
ば
、
予

定
が
立
て
易
い
。
こ
の
変
更
に
つ
い

て
伺
う
。北

公
民
館
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
利
用
者
か

ら
日
曜
日
・
祝
日
の
開
館
時
間
延
長

に
つ
い
て
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
利
用
時
間
延
長
お
よ
び

そ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
、
早
急
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
内
に
は
5
つ
の
公
民
館
が

あ
り
市
民
の
皆
様
が
便
利
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
曜

祝
日
の
北
公
民
館
の
ホ
ー
ル
の
利
用

時
間
は
９
時
〜
17
時
で
、
催
事
時
は

終
了
時
間
が
早
す
ぎ
る
と
の
苦
情
が

あ
る
。
規
則
に
は
館
長
が
認
め
れ
ば

変
更
は
可
能
と
あ
る
が
、
市
民
の
使

い
良
い
時
間
へ
の
変
更
、
利
用
者
へ

の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。
又
、
申
請

公
民
館
を
よ
り
使
い
易
く

Q

A

は
、
補
助
対
象
の
設
定
や
特
定
財
源

の
確
保
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
支
援
事
業
や
補

助
事
業
な
ど
の
必
要
な
情
報
が
総
括

的
に
確
認
で
き
る
情
報
提
供
の
あ
り

方
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

（
総
合
政
策
部
長
）

　
ま
た
、
こ
れ
ら
を
一
貫
し
て
応
援

す
る
助
成
金
制
度
の
創
設
を
、
提
案

す
る
が
所
見
を
伺
う
。

関
係
部
署
の
横
の
連
携
を
よ

り
密
に
す
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
出
産
、
育
児
が
で
き
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
が
望
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
、
支
援
事
業
の
推
進
と
応
援

体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　
婚
活
か
ら
子
育
て
を
一
貫
し
て
応

援
す
る
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

幸
手
市
の
み
な
ら
ず
、
全
国

的
に
人
口
減
少
問
題
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
幸
手
市

で
「
出
会
い
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
」
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
こ
で
、
出
会
い
、
結
婚
、
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
を
一
貫
し
て
ど

の
よ
う
に
幸
手
市
は
応
援
し
て
い
く

の
か
、
考
え
を
伺
う
。

幸
手
市
の
人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は

Q

A
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こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
商

業
振
興
策
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

新
た
な
方
向
性
と
し
て
「
中
心
市
街

地
に
ぎ
わ
い
創
造
方
針
」
を
商
工
会

と
協
働
で
策
定
し
た
。
駅
西
口
の
開

設
に
よ
り
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
む

た
め
バ
ス
路
線
の
開
設
の
協
議
も
図

っ
て
い
る
。
均
衡
あ
る
都
市
の
発
展

の
た
め
、
都
市
機
能
の
集
約
化
も
含

め
総
合
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。

（
市
長
）

　
②
次
年
度
の
予
算
と
し
て
は
、
測

量
費
等
の
要
求
を
行
っ
て
い
る
。

　
③
今
後
、
駐
車
場
用
地
決
定
後
、

土
地
所
有
者
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
説
明
し
な
が
ら
、
合
意
を
得
ら

れ
る
よ
う
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

（
教
育
部
長
）

関
わ
る
事
で
、
次
年
度
に
向
け
た
予

算
要
求
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
③
平
成
31
年
度
中
に
、
土
地
所
有

者
と
の
合
意
を
す
る
事
を
目
標
と
す

る
か
伺
う
。

①
ア
ス
カ
ル
幸
手
駐
車
場
の

増
設
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場

用
地
の
選
定
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、

駐
車
場
用
地
と
し
て
の
場
所
を
決
定

し
、
そ
の
後
、
土
地
所
有
者
と
の
話

し
合
い
等
を
す
す
め
て
い
く
。

ア
ス
カ
ル
幸
手
駐
車
場
の
増

設
予
定
地
が
、
あ
る
程
度
絞

ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

そ
の
地
権
者
と
今
後
ど
の
よ
う
に
話

を
進
め
て
い
く
の
か
等
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
伺
う
。

　
①
予
定
し
て
い
る
場
所
の
土
地
所

有
者
と
の
、
話
し
合
い
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
②
ア
ス
カ
ル
幸
手
駐
車
場
増
設
に

ア
ス
カ
ル
幸
手
駐
車
場
増
設
の
進
捗
に
つ
い
て

Q

A

返
戻
品
協
力
事
業
者
を
募
り
、
返
礼

品
の
品
数
を
増
や
す
こ
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
導
入
す

る
こ
と
等
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

納
税
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
見
合
う

よ
う
な
事
業
展
開
も
含
め
、
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
納
税
に
も

対
応
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

サ
イ
ト
に
載
せ
る
な
ど
、
幸
手
市
に

対
す
る
納
税
額
が
増
え
る
対
策
を
早

期
に
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
幸

手
市
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
納

税
額
は
、
平
成
26
年
度
を
ピ
ー
ク
に

そ
の
後
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
４
月
以
降
、
納
税
額
を

増
や
す
対
策
と
し
て
、
公
募
で
広
く

幸
手
市
に
対
す
る
ふ
る
さ
と

納
税
の
額
は
、
平
成
26
年
度

を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
減
り
続
け
て
い

ま
す
。
幸
手
市
の
返
礼
品
は
「
米
」

だ
け
で
あ
り
競
争
力
に
欠
け
ま
す
。

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
生
産

さ
れ
た「
あ
い
鴨
」「
う
な
ぎ
」「
地
酒
」

等
、
商
工
会
や
J
A
を
通
じ
て
幅
広

く
募
集
し
て
頂
き
た
い
。

　
ま
た
、
事
業
内
容
を
決
め
た
ク
ラ

ふ
る
さ
と
納
税
の
対
応

A

っ
て
い
く
。

　
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
各
地

域
や
農
業
者
お
よ
び
農
業
者
団
体
へ

の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し

な
が
ら
、
地
域
ご
と
の
考
え
方
や
各

農
業
者
の
経
営
方
針
等
に
留
意
し
、

地
域
に
即
し
た
形
で
の
取
組
を
埼
玉

県
や
農
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く
。（

建
設
経
済
部
長
）

市
と
し
て
国
・
県
ま
た
関
係
機
関
と

連
絡
を
密
接
に
し
、
優
良
農
地
の
確

保
、
農
地
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
る
対

策
、
荒
廃
農
地
拡
大
抑
制
等
、
喫
緊

の
課
題
に
取
り
組
む
具
体
的
施
策
を

伺
う
。

認
定
農
業
者
の
確
保
、
農
地

集
積
面
積
の
拡
大
、
多
面
的

機
能
支
援
事
業
の
取
組
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
策
定
等
を
一
体
的
に
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
持
続
的

発
展
お
よ
び
農
業
集
落
の
振
興
を
図

市
内
農
地
は
国
と
の
強
い
連

携
の
基
に
、
早
期
か
ら
構
造

改
善
事
業
が
進
め
ら
れ
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
が
、
産
業
構
造
の
変
化

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
⑴
認
定
農
業
者
数
の
確
保
、

⑵
農
地
利
用
集
積
面
積
の
拡
大
、
⑶

多
目
的
機
能
支
援
事
業
の
推
進
、

⑷
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
地
域
課
題
等
、

幸
手
市
の
農
業
施
策
を
問
うQ

A

Q

街
づ
く
り
政
策
を
根
本
的
に
見
直
し
、

人
口
・
住
宅
・
行
政
機
関
・
商
業
施

設
等
の
集
積
化
に
よ
り
、
市
民
生
活

の
質
の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
対
策
を

伺
う
。

人
口
分
布
の
郊
外
化
や
車
利

用
の
一
般
化
、
そ
れ
ら
に
伴

っ
て
郊
外
へ
大
規
模
小
売
店
舗
が
進

出
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
従
来
の

中
心
市
街
地
が
活
力
を
失
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

駅
周
囲
・
中
心
商
店
街
が
、

来
客
数
の
減
少
と
後
継
者
不

在
の
為
に
衰
え
て
お
り
、
そ
の
復
活

を
望
む
市
民
は
多
い
。
新
駅
舎
・
西

口
整
備
事
業
に
伴
う
市
の
施
策
を
伺

う
。
ま
た
郊
外
農
村
部
は
、
若
年
人

口
の
流
出
の
為
、
地
域
の
機
能
が
低

下
し
つ
つ
あ
る
。
少
子
高
齢
化
、
商

農
業
政
策
、
核
家
族
化
等
自
然
・
社

会
的
要
因
が
背
景
に
存
在
し
て
お
り
、

中
心
商
店
街
の
復
活
と
郊
外
農
村
部
の
再
活
性
を

Q

A

き
っ
き
ん
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こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
商

業
振
興
策
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

新
た
な
方
向
性
と
し
て
「
中
心
市
街

地
に
ぎ
わ
い
創
造
方
針
」
を
商
工
会

と
協
働
で
策
定
し
た
。
駅
西
口
の
開

設
に
よ
り
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
む

た
め
バ
ス
路
線
の
開
設
の
協
議
も
図

っ
て
い
る
。
均
衡
あ
る
都
市
の
発
展

の
た
め
、
都
市
機
能
の
集
約
化
も
含

め
総
合
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。

（
市
長
）

　
②
次
年
度
の
予
算
と
し
て
は
、
測

量
費
等
の
要
求
を
行
っ
て
い
る
。

　
③
今
後
、
駐
車
場
用
地
決
定
後
、

土
地
所
有
者
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
説
明
し
な
が
ら
、
合
意
を
得
ら

れ
る
よ
う
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

（
教
育
部
長
）

関
わ
る
事
で
、
次
年
度
に
向
け
た
予

算
要
求
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
③
平
成
31
年
度
中
に
、
土
地
所
有

者
と
の
合
意
を
す
る
事
を
目
標
と
す

る
か
伺
う
。

①
ア
ス
カ
ル
幸
手
駐
車
場
の

増
設
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場

用
地
の
選
定
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、

駐
車
場
用
地
と
し
て
の
場
所
を
決
定

し
、
そ
の
後
、
土
地
所
有
者
と
の
話

し
合
い
等
を
す
す
め
て
い
く
。

ア
ス
カ
ル
幸
手
駐
車
場
の
増

設
予
定
地
が
、
あ
る
程
度
絞

ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

そ
の
地
権
者
と
今
後
ど
の
よ
う
に
話

を
進
め
て
い
く
の
か
等
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
伺
う
。

　
①
予
定
し
て
い
る
場
所
の
土
地
所

有
者
と
の
、
話
し
合
い
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
②
ア
ス
カ
ル
幸
手
駐
車
場
増
設
に

ア
ス
カ
ル
幸
手
駐
車
場
増
設
の
進
捗
に
つ
い
て

Q

A

返
戻
品
協
力
事
業
者
を
募
り
、
返
礼

品
の
品
数
を
増
や
す
こ
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
導
入
す

る
こ
と
等
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

納
税
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
見
合
う

よ
う
な
事
業
展
開
も
含
め
、
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
納
税
に
も

対
応
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

サ
イ
ト
に
載
せ
る
な
ど
、
幸
手
市
に

対
す
る
納
税
額
が
増
え
る
対
策
を
早

期
に
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
幸

手
市
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
納

税
額
は
、
平
成
26
年
度
を
ピ
ー
ク
に

そ
の
後
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
４
月
以
降
、
納
税
額
を

増
や
す
対
策
と
し
て
、
公
募
で
広
く

幸
手
市
に
対
す
る
ふ
る
さ
と

納
税
の
額
は
、
平
成
26
年
度

を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
減
り
続
け
て
い

ま
す
。
幸
手
市
の
返
礼
品
は
「
米
」

だ
け
で
あ
り
競
争
力
に
欠
け
ま
す
。

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
生
産

さ
れ
た「
あ
い
鴨
」「
う
な
ぎ
」「
地
酒
」

等
、
商
工
会
や
J
A
を
通
じ
て
幅
広

く
募
集
し
て
頂
き
た
い
。

　
ま
た
、
事
業
内
容
を
決
め
た
ク
ラ

ふ
る
さ
と
納
税
の
対
応

A

っ
て
い
く
。

　
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
各
地

域
や
農
業
者
お
よ
び
農
業
者
団
体
へ

の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し

な
が
ら
、
地
域
ご
と
の
考
え
方
や
各

農
業
者
の
経
営
方
針
等
に
留
意
し
、

地
域
に
即
し
た
形
で
の
取
組
を
埼
玉

県
や
農
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く
。（

建
設
経
済
部
長
）

市
と
し
て
国
・
県
ま
た
関
係
機
関
と

連
絡
を
密
接
に
し
、
優
良
農
地
の
確

保
、
農
地
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
る
対

策
、
荒
廃
農
地
拡
大
抑
制
等
、
喫
緊

の
課
題
に
取
り
組
む
具
体
的
施
策
を

伺
う
。

認
定
農
業
者
の
確
保
、
農
地

集
積
面
積
の
拡
大
、
多
面
的

機
能
支
援
事
業
の
取
組
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
策
定
等
を
一
体
的
に
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
持
続
的

発
展
お
よ
び
農
業
集
落
の
振
興
を
図

市
内
農
地
は
国
と
の
強
い
連

携
の
基
に
、
早
期
か
ら
構
造

改
善
事
業
が
進
め
ら
れ
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
が
、
産
業
構
造
の
変
化

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
⑴
認
定
農
業
者
数
の
確
保
、

⑵
農
地
利
用
集
積
面
積
の
拡
大
、
⑶

多
目
的
機
能
支
援
事
業
の
推
進
、

⑷
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
地
域
課
題
等
、

幸
手
市
の
農
業
施
策
を
問
うQ

A

Q

街
づ
く
り
政
策
を
根
本
的
に
見
直
し
、

人
口
・
住
宅
・
行
政
機
関
・
商
業
施

設
等
の
集
積
化
に
よ
り
、
市
民
生
活

の
質
の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
対
策
を

伺
う
。

人
口
分
布
の
郊
外
化
や
車
利

用
の
一
般
化
、
そ
れ
ら
に
伴

っ
て
郊
外
へ
大
規
模
小
売
店
舗
が
進

出
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
従
来
の

中
心
市
街
地
が
活
力
を
失
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

駅
周
囲
・
中
心
商
店
街
が
、

来
客
数
の
減
少
と
後
継
者
不

在
の
為
に
衰
え
て
お
り
、
そ
の
復
活

を
望
む
市
民
は
多
い
。
新
駅
舎
・
西

口
整
備
事
業
に
伴
う
市
の
施
策
を
伺

う
。
ま
た
郊
外
農
村
部
は
、
若
年
人

口
の
流
出
の
為
、
地
域
の
機
能
が
低

下
し
つ
つ
あ
る
。
少
子
高
齢
化
、
商

農
業
政
策
、
核
家
族
化
等
自
然
・
社

会
的
要
因
が
背
景
に
存
在
し
て
お
り
、

中
心
商
店
街
の
復
活
と
郊
外
農
村
部
の
再
活
性
を

Q

A

き
っ
き
ん
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額
の
中
身
ま
で
は
提
示
し
な
か
っ
た

た
め
、
発
見
に
至
ら
な
か
っ
た
。

３
　
各
筆
ご
と
に
用
地
費
、
諸
経
費
、

利
息
な
ど
を
確
認
し
、
借
入
に
関
し

て
も
各
々
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

４
　
公
社
に
お
い
て
、
処
分
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
（
市
長
・
副
市
長
・
総
務
部
長
）

３
　
簿
価
の
管
理
を
含
む
今
後
の
防

止
対
策
に
つ
い
て
。

４
　
執
行
部
の
処
分
に
つ
い
て
。
そ

れ
ぞ
れ
伺
う
。

１
　
公
社
事
務
局
が
確
認
を

し
た
が
、
チ
ェ
ッ
ク
の
元
と

な
る
資
料
に
「
償
還
済
」
と
記
載
し

て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
合
っ
て
い

る
も
の
と
勘
違
い
し
て
し
ま
っ
た
も

の
で
あ
る
。

２
　
公
社
の
監
査
の
際
、
契
約
書
を

確
認
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
契
約
金

私
の
情
報
公
開
請
求
に
よ
っ

て
判
明
し
た
、
平
成
29
年
度

土
地
開
発
公
社
所
有
不
正
処
分
問
題
。

そ
の
損
失
額
は
７
１
８
３
万
８
０
５

５
円
に
も
な
る
。

１
　
こ
の
損
失
が
発
生
し
た
原
因
と

役
所
内
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
。

２
　
監
査
を
お
こ
な
う
監
事
が
損
失

を
指
摘
出
来
な
か
っ
た
原
因
に
つ
い

て
。

土
地
開
発
公
社
所
有
地
不
正
処
分
問
題

Q

A

な
ど
、
事
務
の
処
理
方
法
を
精
査
し
、

こ
の
様
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）

た
こ
と
は
、
申
請
書
の
市
長
名
の
誤

記
、
補
助
金
の
過
剰
交
付
、
例
月
出

納
検
査
の
誤
表
記
な
ど
と
連
続
し
て

の
不
祥
事
で
あ
る
。
今
後
、
組
織
の

問
題
と
し
て
ど
の
様
な
対
応
と
改
善

を
さ
れ
る
か
。

ご
指
摘
の
通
り
、
組
織
と
し

て
処
理
の
方
法
が
甘
か
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
各
筆
ご
と
に
用
地
費
、

諸
経
費
、
利
息
な
ど
を
確
認
し
、
借

入
に
関
し
て
も
各
々
確
認
し
て
い
く

情
報
公
開
に
よ
り
、
公
社
が

市
に
対
し
誤
っ
て
７
千
万
円

余
、
西
口
区
画
整
理
事
業
用
地
を
過

少
に
処
分
し
、
既
に
決
算
報
告
が
済

ま
さ
れ
た
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
担
当
者
が
事
務
処

理
を
誤
っ
て
発
生
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
多
く
の
幹
部
職
員
が
確
認

を
し
常
務
理
事
と
市
長
が
契
約
書
を

交
わ
し
、
決
算
監
査
後
に
発
見
さ
れ

開
発
公
社
の
過
少
処
分
の
組
織
の
問
題
は

A

Q

　
平
成
30
年
11
月
17
日
㈯
に
幸
手
市
役
所

第
二
庁
舎
に
お
い
て
、
昨
年
に
続
き
第
３

回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、
20
人
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
で
審
議
し
た
平
成
29
年
度

の
決
算
な
ど
を
、
総
務
・
文
教
厚
生
・
建

設
経
済
常
任
委
員
会
の
各
委
員
長
が
報
告

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

の
公
聴
会
を
実
施
し
、
様
々
な
ご
質
問
や

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回 

議
会
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た

アンケート結果（一部抜粋）
■回答数　15 人
■年　齢　50 ～ 60 代 4 人　　 70 代以上…11 人
■議会報告会の開催について　　　　　　　　　　　
　評価する…11 人　どちらともいえない…1 人
　評価しない…1 人　無回答…2 人　
■説明の内容について
　わかりやすかった…5 人　どちらとも言えない…7 人
　わかりにくかった…1 人　無回答…2 人　
■参加された理由　
　・どんな話しが聞けるかと思い参加しました
　・市政の理解を深めるため
　・第２回に参加して内容が良かったので　
　・議会で決定した内容をうかがうため

平
成
30
年
10
月
24
日
㈬
・
25
日
㈭

・
愛
知
県
豊
川
市
　

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

・
愛
知
県
東
海
市
　

「
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
」

　
市
議
会
で
は
、
３
つ
の
常
任
委
員

会（
総
務
・
文
教
厚
生
・
建
設
経
済
）

が
合
同
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
愛
知
県
豊
川
市
で
は
、
公
共
施
設

の
維
持
管
理
の
現
状
と
課
題
、
ま
た

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
の
見
直
し

や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
な
ど
に
つ
い

て
調
査
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
愛
知
県
東
海
市
で
は
、
浸
水
の
被

害
状
況
や
公
園
・
た
め
池
の
４
ヶ
所

で
の
貯
留
施
設
の
整
備
、
予
算
面
や

効
果
的
な
事
業
実
施
の
た
め
の
浸
水

対
策
推
進
プ
ラ
ン
の
作
成
、
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
設
置
費
補
助
金
、
住
宅

浸
水
対
策
改
修
等
工
事
費
補
助
制
度

な
ど
先
進
的
な
事
業
を
調
査
研
究
し

て
き
ま
し
た
。

愛知県東海市「浸水対策事業について」

常
任
委
員
会
で
先
進
地
を
視
察
研
修

愛知県豊川市「ファシリティマネジメントの取り組みについて」

武藤寿男議員 大平泰ニ議員


